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　「清瀬のうちおり」は、清瀬市および周辺地域の人々によ
って、自家用として用いられた「着物」と「布地」です。清瀬
市では平成16年から市民団体を中心に収集、整理を行い、平
成17・19年度の2回にわたって「清瀬市及び周辺地域のうち
おり衣料」として清瀬市有形民俗文化財として指定しました。
　さらに、我が国の衣生活の変遷を考えるうえで重要なもの
であるとして、平成29年3月3日に469点が国指定重要有形
民俗文化財に指定されました。
　当館では国の指定を記念して「清瀬のうちおり」の展覧会
を開催します。
日時　10月14日㈯～29日㈰各日午前9時～午
後5時（月曜休館、10月14日㈯は午後7時まで）
場所　郷土博物館
※直接会場へ。

　介護予防・日常生活支援総合事業には、要支
援1・2、事業対象者と判断された方の状態の
維持・改善を目的として、家事援助（掃除や洗濯、
日用品の買い物、調理など）や身体介護を行う
「訪問型サービス」があります。
　これまでサービスの提供には、介護福祉士な
どの資格が必要でしたが、家事援助のみを行う
「訪問型サービスA」では、この資格要件が緩和
され、清瀬市認定ヘルパー養成研修修了者でも
サービス提供が可能となります。
　これは今後ますます必要とされる、高齢者の
暮らしの支え手を地域のなかに増やしていくこ
とを目的としています。
受講要件　1８歳以上で研修終了後に市内で就労
し、高齢者の家事援助を行うことができる方
研修開催予定　平成３0年1月・3月の2回（い
ずれか1回に参加。各回3日間）
費用　1,400円（テキスト代）
※詳しくは11月1日以降に高齢支援課などで配
布するチラシをご覧ください。
問合せ　高齢支援課介護サービス係☎042・497
・20８0

清 瀬 市 認 定 ヘ ル パ ー
養 成 研 修 が 始 ま り ま す

九州北部地方大雨災害義援金の報告
清瀬のうちおり重要有形民俗文化財国指定記念展

対
象
　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
40

歳
以
上
の
方（
昭
和
5３
年
３
月
３1

日
以
前
生
ま
れ
）。
先
着
350
人

日
時
　
11
月
27
日
㈪
・
2８
日
㈫
①

午
前
９
時
～
②
午
後
１
時
３0
分
～

場
所
　
複
十
字
病
院（
松
山
三
丁
目
）

実
施
方
法
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
直
接
撮
影
）・
喀か

く

痰た
ん

検
査

費
用
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の

み
500
円
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

及
び
喀
痰
検
査
千
円（
60
歳
以
上

の
方
は
無
料
。
そ
の
他
の
負
担
金

関
連
制
度
に
つ
い
て
は
下
記
へ
）

※
喀
痰
検
査
は
次
の
い
ず
れ
か
に

あ
て
は
ま
る
方
が
対
象
。
①
喫
煙

指
数（
１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙

年
数
）
が
600
以
上（
過
去
に
喫
煙

し
、
現
在
は
喫
煙
し
て
い
な
い
方

も
含
む
）で
あ
る
②
同
居
し
て
い

肺

が

ん

検

診
（

後

期

）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

る
家
族
の
な
か
に
喫
煙
指
数
が
600

以
上
の
方
が
い
る（
受
動
喫
煙
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
２
日
～

３1
日（
消
印
有
効
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）に
直
接
窓
口
、
電

子
申
請
ま
た
は
は
が
き（
左
記
記

入
例
参
照
）で
健
康
推
進
課
健
康

推
進
係
☎
042
・
497
・
２
０
７
５
へ

2 0 4-8511

清瀬市
健康福祉部
健康推進課
健康推進係行

肺がん検診
申込み第２子以降イン

フルエンザ助成
希望

・住所
・氏名（ふりがな）
・生年月日
・電話番号
・受診希望日
　（午前・午後）
　①第１希望
　②第２希望
・喀痰検査に該当
　する・しない

・住所
・第２子以降の
　子どもの氏名
・生年月日
・電話番号

【はがき記載例】
【第2子以降のイン

フルエンザ助成申
込みはがき記載例】

62 

（表）　　　　　　　（裏）

（裏）

　市では、10月３日㈫、アミューホールで清瀬市表彰条例
に基づき「市民表彰」及び「自治功労彰」「技能功労彰」の表
彰を行います。今年表彰を受ける方は、市民表彰23人・３
団体、自治功労彰1人、技能功労彰７人で次の方々です。（敬
称略・順不同）
　なお、市報10月15日号で集合写真を掲載する予定です。
問合せ　秘書広報課秘書係☎042・497・1807

村
野
浩
　　
　
　
　
　
　

中
清
戸

金
子
真
治
　　
　
　
　
　
　

下
宿

　

以
上
、
清
瀬
市
消
防
団
員
と
し

て
市
民
の
生
命
と
暮
ら
し
の
保
全

に
貢
献
。

竹
島
光
子　

　
　
　
　
　
下
清
戸

他
１
名

　

以
上
、
清
瀬
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
市
民
の
防
災
行
動
力
向

上
に
貢
献
。

田
中
金
子　

　
　
　
　
　
　
松
山

高
橋
公
子　
　
　
　
　
　

中
清
戸

　

以
上
、
清
瀬
防
災
女
性
の
会
会

員
と
し
て
市
民
の
防
災
行
動
力
向

上
に
貢
献
。

新
井
泰
夫
　　
　
　
　
　

下
清
戸

　

清
瀬
消
防
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
青
少
年
の
防
災
教
育
に
貢

献
。

阿
久
津
七
光
　　
　
　
　
　

松
山

村
野
康
司
　　
　
　
　
　

上
清
戸

　

以
上
、
保
護
司
と
し
て
更
生
保

護
活
動
に
貢
献
。

野
﨑
幸
伸　

　
　
　
　
　
上
清
戸

尾
﨑
彰
一
郎
　　
　
　
　
　

松
山

稲
田
ヒ
ロ
子
　　
　
　
　
　

竹
丘

長
谷
川
豊
一
　　
　
　
　
　

竹
丘

井
﨑
令
子
　　
　
　
　
　
　

竹
丘

　

以
上
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
活
動
に
貢
献
。

森
原
弘
成
　　
　
　
　
　
　

野
塩

　

民
生
委
員
推
薦
会
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
活
動
に
貢
献
。

内
田
貞
司
　　
　
　
　
　
　

竹
丘

　

清
瀬
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
と

し
て
市
民
の
健
康
維
持
に
貢
献
。

大
谷
郁
夫
　　
　
　
　
　
　

野
塩

市
川
満
　　
　
　
　
　
　
　

野
塩

　

以
上
、
清
瀬
市
自
然
保
護
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
自
然
環
境
の
保

護
に
貢
献
。

吉
本
幸
子
　　
　
　
　
　
　

野
塩

　

市
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

井
上
尚
志
　　
　
　
　
　
　

松
山

高
木
由
利　

　　
　
　
　

旭
が
丘

　  

市
民
表
彰

　  

技
能
功
労
彰

　  

自
治
功
労
彰

　

以
上
、
学
校
嘱
託
医
と
し
て
児

童
・
生
徒
の
健
康
維
持
に
貢
献
。

吉
成
礼
子　

　
　
　
　
　
　
松
山

　
学
校
嘱
託
薬
剤
師
と
し
て
生
徒

の
健
康
維
持
に
貢
献
。

ニ
ッ
セ
イ
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
株
式

会
社
　　
　
　
　
　
　
　

旭
が
丘

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

寄
附
。

学
校
法
人
明
治
薬
科
大
学

野
塩

　

緑
地
保
全
の
た
め
に
寄
附
。

東
京
清
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山

　

緑
地
保
全
・
そ
の
他
の
た
め
に

寄
附
。

石
橋
幸
滋
　

　
　
　
　
　

東
久
留
米
市
東
本
町

　

清
瀬
市
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
職
員
の
健
康
維
持
に
貢
献
。

佐
久
間
亮
勝
　　
　
　
　
　

中
里

　

清
瀬
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

と
し
て
各
種
選
挙
の
適
正
な
管
理

に
貢
献
。

阿
部
健
治（
時
計
修
理
技
能
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山

水
上
良
文（
自
動
車
整
備
・
修
理

工
）  　
　
　
　
　

中
清
戸

大
窪
茂
夫（
屋
根
職
人
）

中
里

秋
山
義
人（
ブ
ロ
ッ
ク
工
）旭

が
丘

小
俣
廣
志（
農
業
従
事
者
）

中
里

澁
谷
昇（
農
業
従
事
者
）

中
里

石
塚
恵
子（
美
容
師
）

松
山

◆
65
歳
以
上
の
方

対
象
　
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方
。
ま
た

は
60
歳
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害（
１

級
）の
あ
る
方

実
施
期
間
　
10
月
15
日
～
12
月
2８
日

費
用
　
２
千
500
円

※
生
活
保
護
世
帯
、
中
国
残
留
邦

人
等
支
援
給
付
対
象
の
方
は
証
明

書
を
提
出
す
れ
ば
無
料
。

※
60
歳
～
64
歳
の
方
は
障
害
者
手

帳
の
写
し
を
提
出
。

申
込
み
　
直
接
実
施
医
療
機
関
へ

（
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
へ
）

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
健
康
推
進

係
☎
042
・
497
・
２
０
７
５

◆
中
学
３
年
生
ま
で
の
年
齢
で
第

２
子
以
降
の
子
ど
も

対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

方
。
①
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
②

住
民
登
録
上
で
同
世
帯
の
兄
・
姉

が
１
人
以
上
い
る
③
生
後
６
か
月

～
中
学
３
年
生
相
当
で
あ
る

実
施
期
間
　
10
月
15
日
～
平
成
３0

年
１
月
３1
日

助
成
金
額
　
１
回
に
付
き
上
限
２

千
円
。
1３
歳
未
満
は
２
回
分
・
1３

歳
以
上
は
１
回
分
を
助
成

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
10
日
か

ら
は
が
き
に
必
要
事
項（
下
記
記

載
例
参
照
）を
記
入
し
郵
送
、
ま

た
は
保
護
者
の
身
分
証
明
書
を
持

参
し
、
直
接
窓
口
で
〒
204
―
８
５

１
１　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

☎
042
・
497
・
２
０
７
５
へ

◆記念講演会

「文化財としてのうちおり」

　先着50人。
日時　10月22日㈰午後2時
～3時３0分
場所　郷土博物館
講師　さいたま民俗文化研
究所所長　大舘勝治氏
※直接会場へ。

　平成29年7月5日からの九州北部地方大雨災
害義援金について、皆さんよりお寄せいただい
た金額は466,674円になりました。
　ご協力いただき、誠にありがとうございまし
た。義援金は日本赤十字社より、災害義援金配
分委員会を通じて被災者へ配分されます。
問合せ　地域包括ケア推進課福祉総務係☎042
・497・2056

◆サロンコンサート

　「朋郎ライブ～和太鼓と篠笛の夕べ～」

　静寂な秋冷の夕べに郷土博物館で行う和太鼓と篠
笛のライブコンサート。日本古来から伝わる和楽器
を駆使してオリジナルの音楽を生み出し、日本各地
で演奏活動しているユニット朋郎の聴きごたえのあ
る旋律と音色をどうぞご堪能ください。先着40人。
日時　10月14日㈯午後6時～7時
場所　郷土博物館
出演　朋郎（和太鼓：内藤哲郎、篠笛：武田朋子）
※直接会場へ。当日館内のカフェの営業は午後6時
まで。

上＝長着
左＝短着

市の発展に貢献された
方々を表彰

問合せ　郷土博物館☎042・49３・８5８5

祝 着 も　 う ち お り で・・・


